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序論：防衛経済学のパラダイムシフトと迎撃ドローンの台頭 
現代の武力紛争、特に2022年以降のロシア・ウクライナ戦争において、戦場における航空優勢と防
空のドクトリンは根本的なパラダイムシフトを迎えている。従来の防空システムは、戦闘機や弾道ミ

サイルといった高価値目標を迎撃するためには極めて有効に機能してきた。しかしながら、戦場に数

千機規模で投入される安価な自爆型無人航空機（UAV）による「飽和攻撃」に対しては、深刻な費用
対効果の悪化、すなわちコストの非対称性を露呈している。数百万ドルを要する高度な迎撃ミサイル

を、わずか数万ドルのドローンに対して消費し続ける戦術は、いかなる経済大国であっても財政的お

よび兵站的に持続不可能である。 

この防衛経済学上の致命的な課題を解決する手段として、世界中の軍事戦略家や防衛産業から急

速に注目を集めているのが、低コストで運用可能な「迎撃ドローン（Interceptor Drone）」である。本
稿では、日本の先進的なドローン技術企業である「テラドローン（Terra Drone）」が、ウクライナの防
衛テクノロジー企業である「Amazing Drones」および「WinnyLab LLC」との戦略的提携や出資を通じ
て開発し、実戦投入を進めている迎撃機「テラA1（Terra A1）」および「テラA2（Terra A2）」の技術的特
性について網羅的に分析する。さらに、人工知能（AI）による自律化の進展、無人地上車両（UGV）と
の統合運用、そしてそれらが日本の次世代多層型防衛システム「SHIELD」構想に与える戦略的含意
について、多角的な視点から詳細な考察を展開する。 

第1章：非対称戦における防衛経済の破綻と新たな解決策 
高コスト防空システムの限界と機会費用 
ウクライナの戦場において最も顕著な課題となっているのが、ロシア軍が多用するイラン製の自爆型

無人機「シャヘド（Shahed-136等、一部報告ではシャドーとも呼称される）」によるインフラ攻撃である 
1。これらの攻撃用ドローンは、比較的低速（時速約185km〜200km）でありながら、大量に投入され
ることで防空網を飽和させることを目的としている 4。 

従来、これらの脅威を迎撃するために、西側諸国から供与されたパトリオットミサイルやIRIS-Tミサイ
ルなどの高価な地対空ミサイル（SAM）システムが使用されてきた 6。しかし、ここで発生するのが極
端な「コストの非対称性」である。データが示す通り、従来型の地対空ミサイルの推定単価が約200
万ドル（数億円）に達するのに対し、脅威となるシャヘド型ドローンの単価は約3万8000ドル程度に
過ぎない。この状況下において、迎撃ドローン「テラA1」の単価は約2,500ドル（約30万〜40万円）に
抑えられており、防衛経済のバランスを劇的に改善する可能性を秘めている 1。 



兵器カテゴリー 代表的な兵器システ

ム 
推定単価（USD） コスト非対称性の影響 

従来型迎撃兵器 
(High-Cost) 

従来型地対空ミサイル 
(SAM) 

約 $2,000,000 弾道ミサイル用アセット

の枯渇リスク 

攻撃側脅威 (Threat) シャヘド（自爆型ドロー

ン） 
約 $38,000 安価な大量生産による

飽和攻撃の実現 

次世代迎撃兵器 
(Low-Cost) 

テラA1 (迎撃ドローン) 約 $2,500 防空コストの最適化と持

続可能性の確保 

このコスト格差は、単なる財政的損失にとどまらない。低価値なドローンに対して高価値なSAMを消
費することは、敵の真の脅威である弾道ミサイルや極超音速巡航ミサイルが飛来した際に、防空シ

ステムが弾切れを起こしているという「機会費用の喪失」と「脆弱性の露呈」を意味する 2。テラドロー
ンが提唱する「低コストの脅威には低コストの手段で対抗する」という新しい防衛の基本原則は、こ

の脆弱性を克服するための論理的な帰結である 9。 

迎撃ドローンによる防空パラダイムの転換 
テラドローンが開発を支援する迎撃ドローンは、1機あたり数千ドルという圧倒的な低コストを実現す
ることで、高価な地対空ミサイルを消費せずに敵機を撃墜することを可能にする 5。これにより、軍事
組織は貴重なSAMをより高度な脅威のために温存し、ドローンによる飽和攻撃に対しては同等のコ
スト感を持つ迎撃ドローンで応酬するという、持続可能な防衛戦術（多層型防衛システムの一部）を

構築することが可能となる 2。 

第2章：日本の安全保障政策の歴史的転換とテラドローンの戦
略的投資 
防衛装備移転三原則の緩和と市場参入 
テラドローンのウクライナにおける急速な事業展開の背景には、日本国内における安全保障政策の

歴史的な転換が存在する。2026年3月から4月にかけて、日本政府は戦後長らく維持されてきた防
衛装備移転に関する規制を大幅に緩和した 11。この法整備により、日本企業はアメリカ、イギリス、

オーストラリアを含む17カ国の承認された国々に対して、より直接的かつ柔軟に防衛装備や高度技
術を輸出することが可能となった 11。 



テラドローンは2026年3月23日に防衛装備品市場への本格参入を公式に発表し、この規制緩和の
波にいち早く乗った形となる 4。同社のCEOである徳重徹氏によれば、以前は日本の厳しい規制によ
り、ウクライナ関連のプロジェクトはオランダの子会社などを経由する迂回的な手段を取らざるを得

なかった 11。しかし、新法制の下では、ウクライナの防衛企業とのソフトウェアや防衛技術に関する直

接的なコラボレーションが容易になり、現代戦において決定的となる「開発スピードの優位性」を確保

することが可能となった 11。徳重CEO自らがウクライナを9回にわたり訪問し、現地の最前線における
ニーズを直接汲み取っていることからも、同社の並々ならぬ本気度が伺える 5。 

二段階の戦略的投資による多層防御網の構築 
テラドローンは、ウクライナにおける実戦証明（Combat-proven）された技術を獲得し、自社のグ
ローバルな展開力と融合させるため、現地の防衛テック企業に対して連続的な投資を実行してい

る。 

第一弾の投資は2026年3月に発表され、短距離・即応型の迎撃ドローン開発に特化したウクライナ・
ハルキウの企業「Amazing Drones LLC」に対して行われた 11。この提携により、フラッグシップモデ

ルである「テラA1」の量産化とウクライナ軍への実戦配備が加速した 7。 

続いて2026年4月28日、テラドローンは子会社「Terra Inspectioneering」を通じて、固定翼型迎撃ド
ローンの開発に強みを持つ「WinnyLab LLC」への第二弾となる戦略的出資を発表した 10。WinnyLab
は、過酷な電子戦（EW）環境や通信妨害が日常化する戦場での運用を前提とした機載電子機器、
誘導システム、そして長距離の目標交戦能力に優れている 14。 

この二段階の出資は、単なる事業拡大を目的としたものではない。VTOL型の「テラA1」による短距離
のターミナル防衛と、固定翼型の「テラA2」による中長距離の広域哨戒という、相互補完的なプラット
フォームを組み合わせた強固な「多層型防衛（Layered Defense）」システムを早期に構築するため
の、極めて緻密な戦略的ポートフォリオの形成である 2。 

 



 
 

第3章：短距離・即応型迎撃機「テラA1」の戦術的優位性 
機動性と即時展開能力 
Amazing Dronesとの提携により生み出された「テラA1」は、重要インフラや軍事拠点への最終的な
接近を阻止する「ターミナル防衛」を主目的として設計された即応型の迎撃ドローンである 2。機体の
物理的サイズは高さ470mm、幅270mm、長さ270mmと非常にコンパクトであり、重量も軽量化され
ているため、従来の大型防空システムがアクセス不可能な森林地帯や市街地などの複雑な地形に

おいても、複数のユニットを容易に持ち運び、迅速に展開することが可能である 17。 

テラA1の戦術的柔軟性を決定づけているのが、その発射方式である。同機はVTOL（垂直離着陸）シ
ステムを採用しており、大掛かりなカタパルトシステムや専用の発射台（ランチャー）を構築する必要

がない 5。オペレーターはわずかな平坦地さえあれば、文字通りあらゆる場所から即座に機体を垂
直に上昇させ、空中で水平飛行へと移行させることができる 5。この即応性は、敵の散発的かつゲリ
ラ的なドローン攻撃に対処する上で極めて重要である。 

「シャヘド」を凌駕する速度性能と迎撃メカニズム 
空中へと展開されたテラA1は、驚異的な加速性能を発揮する。発射後わずか10秒以内に時速



200kmまで到達し、最高速度は時速302km（約163ノット）に達する 17。最大航続距離は32km、運用
高度は5,000m、最大飛行時間は15分間に設定されている 17。 

この「時速302km」というスペックは、現在のウクライナ戦線において決定的なアドバンテージをもた
らす。ロシア軍が主力として運用しているイラン製自爆ドローン「シャヘド」の巡航速度は時速約

185km〜200km程度であるため 4、時速で100km以上の優位性を持つテラA1は、シャヘドを背後か
ら容易に追尾・捕捉することが可能である。 

迎撃のメカニズムとしては、デジタルおよびアナログの昼間用カメラ、さらに夜間作戦用のサーマル

（熱源探知）カメラを活用して目標を視認・追尾する 7。電気推進モーターの採用により、内燃機関を
使用する従来機に比べて騒音レベルと熱放射（サーマル・シグネチャ）が極めて低く、ステルス性を

保ちながら敵機に接近することができる 4。最終段階においては、500g〜650gの弾頭を搭載した状
態で敵機に「体当たり（Ramming）」を行うか、あるいは至近距離で起爆することによって目標を物理
的に無力化する 1。 

仕様項目 テラA1 (Terra A1) スペック詳細 

主目的 短距離・即応型迎撃（ターミナル防衛） 

発射方式 VTOL（垂直離着陸） 

機体サイズ 高さ 470 mm, 幅 270 mm, 長さ 270 mm 

最高速度 302 km/h (発射後10秒で200 km/hに到達) 

最大航続距離 32 km 

最大飛行時間 15 分 

運用高度 最大 5,000 m 



搭載センサー 昼間用（アナログ/デジタル）、夜間用（サーマル）
カメラ 

弾頭重量 500 – 650 g 

実戦配備と証明された有効性 
軍事技術において最も評価されるのは、研究所でのテスト結果やカタログ上のスペックではなく、実

際の戦場における「実戦証明（Combat-proven effectiveness）」である。テラドローンの発表によれ
ば、テラA1はウクライナの過酷な実戦環境下において、すでにロシアのシャヘド型ドローンを無力化
することに初成功している 1。 

ウクライナ軍のチェルニーヒウ州防衛隊における対シャヘド部隊の司令官は、実戦評価において次

のように証言している。「テラA1は非常に制御が容易であり、急旋回を行う際にも滑らかに反応す
る。搭載されているデジタル昼間カメラは目標を極めて鮮明に捉えることができ、昼間の迎撃作戦に

おいて極めて重要である。安全性とユーザビリティの高さが、最前線の実際のニーズを正確に反映

している」7。このように、実戦でのフィードバックを即座に製品改良に活かすループが形成されてお

り、テラA1は単なるプロトタイプから、信頼性の高い量産型兵器へと成熟しつつある 14。 

第4章：中長距離防衛を担う固定翼型迎撃機「テラA2」 
テラA1が短距離における局地的な防衛を担当するのに対し、WinnyLab社との提携によって開発・ス
ケーリングが進められている「テラA2」は、より広域的かつ戦略的な役割を担うプラットフォームであ
る 2。 

固定翼設計による航空力学的な優位性 
テラA2の最も重要な技術的特徴は、航空機としての基本構造に「固定翼（Fixed-wing）」設計を採用
している点にある 1。一般的に、マルチコプターやVTOL型のドローンは、機体の重量を支えて空中に
留まるために推進力の大部分を下向きの推力として消費し続ける必要があり、エネルギー効率に物

理的な限界がある。これに対し、固定翼機は前進することで翼から生じる揚力（Lift）を利用して飛行
するため、バッテリーや燃料の消費効率が飛躍的に高い。 

この航空力学的な優位性により、テラA2はテラA1と比較して劇的に向上した滞空性能を獲得してい
る。機体の仕様としては、翼幅1,160mm、全長1,030mmのモジュール式設計となっており、生産のス
ケーラビリティと前線での容易なメンテナンス性を確保している 17。カタパルトを用いて射出される同

機は、最高速度時速312kmという高速性能を維持したまま、最大飛行時間は40分、最大航続距離
は75kmに到達する 1。これは、テラA1（飛行時間15分、航続距離32km）の2倍以上の運用範囲をカ
バーすることを意味する 1。 



仕様項目 テラA2 (Terra A2) スペック詳細 

主目的 中長距離・広域哨戒迎撃 

発射方式 カタパルト射出 

機体寸法 翼幅 1,160 mm, 全長 1,030 mm 

最高速度 312 km/h (一部報告では 310 km/h) 

最大航続距離 75 km 

最大飛行時間 40 分 

運用高度 最大 5,000 m 

搭載センサー 昼間用 / 夜間用（サーマル）カメラ 

弾頭重量 / 種類 750 g / 破片榴弾 (Fragmentation-HE) 

広域哨戒と再利用可能な防衛アセット 
テラA2に付与された戦術的ドクトリンは「広域哨戒（Wide-area patrol）と目標の早期捕捉」である 2。
長時間の滞空能力を活かし、防護すべき都市や重要インフラから数十キロメートル離れた空域に前

進配置し、敵のドローン群が接近してくるのを遠方で検知、そのまま迎撃に移行する。 

さらに、固定翼型の特筆すべき利点として、哨戒任務中に敵機を発見・交戦しなかった場合、基地へ

と帰還させて再利用することが可能であるという運用上の柔軟性が挙げられる 13。これにより、平時



や警戒レベルの低い状況においても、コストを気にすることなく持続的な上空監視網を維持できる。

また、交戦時には750gの破片榴弾（Fragmentation-HE）弾頭が目標の近傍で起爆し、広範囲に高
速の破片を散布することで、高い確率で敵機を撃墜・無力化する設計となっている 17。 

第5章：自律化のフロンティア—エッジAIとコンピュータビジョン
の統合 
ドローンのハードウェア性能の向上と並行して、ウクライナの戦場において次なる技術的ブレイクス

ルーの焦点となっているのが「人工知能（AI）による自律化」である。 

電子戦（EW）環境下での生存性と自律追尾 
ウクライナにおける戦闘は、人類史上最も激しい電子戦（Electronic Warfare）が行われている空間
である。ロシア軍による強力な電波妨害（ジャミング）やGPS信号の遮断（スプーフィング）が広範囲
に展開されており、オペレーターによる遠隔操作（FPV：First Person View）に依存した従来のドロー
ン運用は限界を迎えつつある 14。 

ウクライナ大統領府情報総局（GUR）のキリロ・ブダノフ局長が指摘するように、現代戦において単に
UAVの「物理的な数量」を増やすだけでは、もはや決定的な優位性を確保することはできない 19。戦

局を左右するのは、人間のオペレーターによる介入なしに、自律的にターゲットを識別し、妨害電波

の中を独立して機動できる「自律型システム」への移行である 19。 

テラドローンの開発ロードマップも、この哲学に完全に合致している。現在、同社が注力しているの

は、機体に搭載された光学カメラや熱源センサーからの映像をリアルタイムで解析するコンピュータ

ビジョン技術と、エッジAIアルゴリズムの統合である。この技術が実装されることで、オペレーターが
初期段階で目標をおおまかにロックオンすれば、その後はドローン自体がAIを用いて目標の未来位
置を予測・自動追尾し、最終的な体当たり（または近接爆破）までの全行程を完全自律で行うことが

可能になる 1。この「ファイア・アンド・フォーゲット（撃ちっ放し）」能力こそが、激しいジャミング環境下
において迎撃任務を完遂するための鍵となる。 

日本のテクノロジーによるAIの軽量化と人工意識 
ドローンに高度なAIを搭載する際、技術的に最大の障壁となるのが「計算処理に必要なハードウェア
の重量と消費電力」である。迎撃ドローンのような機動性と軽量性が命のプラットフォームにおいて、

データセンターで使用されるような重厚なGPU（画像処理半導体）を搭載することは、飛行スペックの
大幅な低下や機体コストの急騰を招く。 

この極めて困難な技術的課題を解決するにあたり、テラドローンが有する日本の研究開発ネット

ワークが決定的な役割を果たす。テラドローンは、通信大手のKDDI株式会社およびAI開発企業であ
る株式会社アラヤと共同で、日本の新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が主導する「革
新的AIエッジコンピューティング技術の開発事業」に参画している 21。 

この共同プロジェクトでは、AIの演算処理に必要なデータ量を従来の10分の1にまで劇的に圧縮する
軽量な学習アルゴリズムや、AI自体が状況に応じて自律的に学習・判断を行う「人工意識」の基礎研
究が行われている 21。このような最先端のエッジコンピューティング技術が、ウクライナで生産される



「テラA1」や「テラA2」に実装されれば、低スペックで安価な処理チップしか搭載できない低コストド
ローンであっても、敵機の自動識別と高精度な自律追尾が実現できる。これは、日本が長年培って

きた高度なソフトウェア処理技術と、ウクライナの戦場で鍛えられたハードウェアが融合する最たる

例と言える。 

第6章：完全無人化戦術の現実—地上ロボット（UGV）による
陣地制圧 
空中のドローン技術の急速な進化と連動するように、地上におけるロボット兵器（UGV：Unmanned 
Ground Vehicle）の開発と運用も劇的な進展を見せており、歩兵戦の概念を根本から覆しつつあ
る。 

歩兵ゼロでの歴史的作戦 
2026年4月、ウクライナのゼレンスキー大統領は、戦争の歴史において画期的なマイルストーンとな
る戦果を発表した。それは、ウクライナ軍が「歩兵を一切投入することなく、空中ドローンと地上ロボッ

トのみを使用してロシア軍の陣地を制圧した」という事実である 22。この作戦は、味方の人的損害を

完全にゼロに抑えたまま完遂されており、これまでの戦争の常識を覆す事例となった。 

この前代未聞の作戦に投入されたUGVには、「Ratel（ラーテル）」「TerMIT（ターミット）」「Ardal（アル
ダル）」「Rys（リス）」「Zmiy（ズミー）」「Protector（プロテクター）」「Volia（ヴォリア）」といった多様なウ
クライナ国産プラットフォームが含まれている 22。これらの地上ロボットの一部には自動機関銃など

の致死性兵器が搭載されており、上空を旋回する偵察ドローンから得られたリアルタイムの俯瞰的

ターゲットデータを基に、地上ロボットが進軍し、敵陣地に対して制圧射撃や自爆攻撃を行うという、

高度な「空陸クロスドメイン協調戦術」が実戦で機能している 22。 

 



 
 
ロジスティクス支援と心理的優位性 
地上ロボットが戦場で担う役割は、直接的な戦闘攻撃のみに留まらない。最前線の危険地帯におけ

る弾薬や物資の輸送、対戦車地雷の敷設、そして砲火の中での負傷兵の搬送（衛生後送）など、あ

らゆる兵站・工兵任務が無人化されつつある 22。報告によれば、過去3ヶ月間においてウクライナの
UGVは2万2000件以上の任務を遂行しており、ロボットが危険地帯に向かうことで、実質的に同数
の兵士の命が救われたと評価されている 22。 

さらに特筆すべきは、完全な無人兵器システムが敵軍に与える計り知れない心理的インパクトであ

る。ウクライナのロボットメーカーである「DevDroid」などの報告によれば、機関銃を乱射しながら無
慈悲に進撃してくる地上ロボットや、上空から降伏勧告のビラを投下するドローンに対して、ロシア兵

が搭載カメラ越しに降伏の意思を示し、実際に武器を捨てて投降する事例が複数確認されている 22

。機械には感情も恐怖も疲労もなく、交渉の余地もないという冷徹な現実が、過酷な塹壕戦で疲弊し

た前線の敵兵士の士気を根底から崩壊させる効果を発揮している。 

一部の専門家や国際社会からは、完全自律型致死兵器システム（LAWS）やロボット兵器に対して、
「機械は国際人道法や戦争法規に関する倫理的責任を負うことができない」「誰が交戦の決断に責

任を持つのか」といった深刻な法的・倫理的懸念が提起されている 23。しかしながら、国家の存亡を

賭けた総力戦が続く現実の戦場空間においては、人的資源の枯渇を防ぎ、兵士の命を守るという至



上命題のもと、無人化・自律化の歯車はすでに不可逆的な勢いで回り始めているのが実態である 23

。 

第7章：日本への戦略的逆輸入と「SHIELD」構想による多層防
御 
ウクライナにおける実戦証明を経たこれら無人プラットフォームの劇的な進化は、決して対岸の火事

ではなく、遠く離れた日本の安全保障体制の再構築においても、極めて直接的かつ決定的な影響を

もたらす。 

防衛省の過去最大の無人アセット予算と「SHIELD」構想 
近年、中国の軍事的台頭や北朝鮮のミサイル開発など、インド太平洋地域における安全保障環境

の急速な悪化を受け、日本政府は防衛力の抜本的強化を急いでいる。その象徴とも言えるのが、

2026年度（令和8年度）予算案において、無人アセット（ドローン等）を含む防衛能力の強化に対して
計上された約3,128億円という過去最大規模の予算である 13。 

この潤沢な予算を背景に、防衛省が2027年度の体制構築を目指して強力に推進しているのが、多
層的沿岸防衛体制「SHIELD（シールド）」構想である 13。これは、無人航空機（UAV）、無人水上艇（
USV）、無人潜水艇（UUV）などの多様な無人アセットを、各種のレーダーやセンサーネットワークと有
機的に組み合わせることで、長大な海岸線を持つ日本の島嶼部および沿岸部を、広域かつ段階的

（多層的）に防護する次世代の防衛システムである。 

テラドローンの事業展開とポートフォリオ戦略 
テラドローンがウクライナの提携企業を通じて開発・実戦投入している「テラA1」および「テラA2」の技
術的知見は、まさにこの日本の「SHIELD」構想が求めるハードウェア要件と完全に合致している。同
社は現在、ウクライナ国内においてこれら迎撃ドローンの月間1,000機の量産体制を確立することを
目指しているが 5、日本の防衛装備移転三原則の改定という追い風を受け、将来的にはこれらの実
戦証明された最先端技術を日本へと「逆輸入（技術移転）」し、日本国内の工場で生産・配備すること

を明確に視野に入れている 5。 

さらに、テラドローンは2026年度内をめどに、米国において新法人「Terra Defense」を設立する計画
を推進している 13。この動きは、同社の視野が日本国内市場に留まらず、アメリカをはじめとする同

志国ネットワーク全体に対して、最適化された防衛アセットのサプライチェーン網を構築し、グローバ

ル市場におけるトッププレイヤーになるという野心的な戦略の表れである 5。 

防衛省のSHIELD構想と連動する形で、テラドローンは以下のような多層的な無人アセットのポート
フォリオ展開を想定している 13。 

1.​ 遠方・早期対処層（長距離）：現在開発や投資が検討されている、優れた速度性能と長大な航
続距離を持つ「次世代ジェットエンジン搭載型ドローン」により、日本の排他的経済水域（EEZ）
外縁などの遠方で脅威を早期検知・排除する 2。 

2.​ 広域哨戒・中距離迎撃層：固定翼型の「テラA2」を運用し、沿岸部から数十キロ圏内での長時
間の滞空パトロールと、目標の事前捕捉・迎撃を行う 13。 



3.​ 短距離・ターミナル防衛層：高い即応性を持つVTOL型の「テラA1」を重要インフラ周辺や基地
内に配備し、侵入してきた脅威を直前で確実に排除する 13。 

4.​ 極近距離・低空防衛層：強烈な電子妨害（ジャミング）環境下でも物理的に干渉を受けない「光
ファイバー式（有線式）FPVドローン」などを用いて、施設への最終的な接近を阻止する 13。 

 

 
 



結論 
日本のドローン企業であるテラドローン社と、ウクライナの防衛テック企業群（Amazing Dronesおよ
びWinnyLab）との間に結ばれた戦略的提携および共同開発は、単なる一企業の国際的な事業拡大
という枠組みを遥かに超えた意義を持っている。それは、世界の軍事バランス、防衛経済の根幹、そ

して将来の戦争ドクトリンそのものを根底から変革しうる重要なマイルストーンである。 

「テラA1」のウクライナにおける実戦投入と成功が明確に証明したように、わずか数千ドルの無人迎
撃機が数百万ドルの地対空ミサイルを代替し、敵の安価なドローンによる飽和攻撃に対して「同等の

低コスト」で的確に応酬できるメカニズムが確立されたことは、現代の防空戦略における真の革命と

言ってよい 1。さらに、「テラA2」の固定翼化による航続距離と滞空時間の飛躍的な延伸は、局地的
な点（ポイント）の防衛から、より広範な面（エリア）の防衛への移行を可能にしている 10。 

そして、これらの優れたハードウェアの潜在能力を真に決定的なものへと昇華させるのが、「エッジAI
とコンピュータビジョンによる自律化」である 19。強烈な電子妨害（ジャミング）下においても、AIが視
覚的かつ自律的に目標を追尾し撃墜する空の戦い、そしてロボット兵器が歩兵を一切投入すること

なく敵陣地を制圧する地上の戦いは 22、これまでのSF映画の産物ではなく、今日のウクライナの戦
場において現実に進行している「未来の戦争の形態」そのものである。 

日本にとって、ウクライナの過酷な戦場で日々検証され、アップデートされ続ける実戦データ（

Combat-proven data）と、日本が長年培ってきた精密な生産技術およびAIの軽量化アルゴリズムを
融合させることは、自国の多層的沿岸防衛（SHIELD）体制を強固に構築する上で計り知れない価値
をもたらす 13。2026年における防衛装備輸出規制の歴史的な緩和と、米国法人「Terra Defense」の
設立構想は、日本が海外の最新鋭防衛テクノロジーを輸入に頼る単なる「消費者」から、自ら技術を

開発し、グローバルな安全保障網全体を支える「主要な供給者・革新者」へと変貌を遂げる劇的な転

換点となるだろう 11。 

コストの非対称化、無人化、そして完全自律化が猛烈なスピードで進展するこれからの国際安全保

障環境において、高度なテクノロジーを基軸とした迅速かつ柔軟な多層防御システムを構築すること

こそが、国家の生存と主権を担保するための絶対条件となることは、疑いようのない事実である。 
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